


当 期 前期比 前 期
(百万円）

売上高 71,858 +15.1% 62,432

営業利益 14,905 +32.4% 11,262

経常利益 15,525 +54.6% 10,043

親会社株主
に帰属する
当期純利益

11,279 +56.7% 7,198

為替レート(円） 期末レート 平均売上レート 期末レート 平均売上レート

ドル・円 106.24 110.71 112.19 110.30
ユーロ・円 130.52 130.64 119.79 118.91

２０１８年３月期業績概要〔連結〕
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大幅な増収増益、営業利益率20.7％に
～売上高・当期純利益は過去 高に～



事 業 概 況
【横編機】～アジア市場を中心に販売が好調～

・バングラデシュ/ＡＳＥＡＮ 編成効率の高いコンピュータ横編機「ＳＳＲ」や「ＳＶＲ」の販売拡大
・中国 企画提案型・高付加価値化への生産転換に伴う、ホールガーメント横編機「ＭＡＣＨ２ＸＳ」

の導入加速、スポーツシューズ向けにコンピュータ横編機の活用高まる
・欧州 イタリアにおいてホールガーメント横編機や多彩なデザインの編成を可能にする「ＳＲＹ」や

「ＳＩＲ」など上位機種の販売が拡大
・中東/トルコ 政情不安の改善した夏場以降急速に回復し、売上高が伸張

・日本 コンピュータ横編機の売上高は前期に比べて減少
【デザインシステム】～国内市場の伸び悩みにより減収～

・デザインシステム「SDS-ONE APEX3」3Dバーチャルシミュレーションの活用によるソリューション
の提案型営業を積極的に展開。自動裁断機「P-CAM」は展開分野を拡大

【手袋靴下編機】
・大手メーカーの設備更新が進み、順調に販売を拡大

ハイライト
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利 益 面
・売上増に加えて、増産効果による高い売上総利益率を確保したことにより（46.5%）、大幅な

営業増益に
・期末にかけての円高傾向によるマイナストレンドも為替予約などリスクヘッジが奏功し、経常

利益、親会社株主に帰属する当期純利益についても前期実績を大きく上回る結果に
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横編機

593億円

（83％）

39億円（５%）
デザインシステム

12%（６％増）

その他

手袋靴下編機
23億円（３％）

事業セグメント別売上高構成〔連結〕
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横編機事業の
連結売上高億円

横編機事業の比率拡大
～ホールガーメント含む販売が増加～

連結
718億円

593億円（83%）

その他
61億円（９％）（ ）は売上高構成比率

前期比
18％増



事業セグメント別売上高・営業利益〔連結〕
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売上高 前期比 営業利益 前期比

横 編 機 59,369 +17.8% 19,423 +28.9%

ﾃﾞｻﾞｲﾝｼｽﾃﾑ 3,936 △2.1% 1,165 +16.0%

手袋靴下編機 2,373 +25.7% 475 +29.4%

そ の 他 6,179 +0.6% 105 △81.9%

消 去 － － △6,264 －

合 計 71,858 +15.1% 14,905 +32.4%

（百万円）

横編機・手袋靴下編機で大幅増
～デザインシステムは利益率向上～



地域別売上高構成〔連結〕
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（ ）は売上高構成比率

485億円
（68％）

72億円
（10％）

27億円
（４％）

43億円
（６％）

90億円
（13％）

アジア欧 州

日 本
その他

中 東

アジア市場での存在感高める
～海外売上高比率は９割に～

連結
718億円



地域別売上高〔連結〕

地 域 当 期 前 期 前期比

日 本 7,212 7,743 △6.9%

欧 州 9,052 7,265 +24.6%

ア ジ ア 48,516 41,890 +15.8%

中 東 4,356 3,136 +38.9%

その他(海外） 2,720 2,396 +13.5%

合 計 71,858 62,432 +15.1%

（百万円）
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欧州・中東での業績拡大が顕著に
～アジア牽引の構図は継続～
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受注・売上・受注残四半期推移〔連結〕

（受注・売上高）百万円 （受注残高）百万円

好調な受注が継続
～受注残高も高水準～

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

0

6,000

12,000

18,000

24,000

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

FY2014 FY2015 FY2016 FY2017

受注額

売上高

受注残高
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四半期別業績推移〔連結〕

2017/3 2018/3

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

売上高 16,885 12,730 10,929 21,886 17,251 18,318 16,275 20,013

営業利益 3,791 1,709 899 4,862 3,747 4,313 3,194 3,650

経常利益 990 1,320 2,629 5,102 4,181 4,702 3,516 3,125

親会社株主
に帰属する
当期純利益

873 810 1,802 3,711 3,048 3,480 2,422 2,328

受注高 10,989 11,665 14,704 19,011 18,1300 15,6700 11,9822 17,2111

受注残高 7,873 8,421 13,790       12,312 14,7188 13,6933 10,9799 9,6277

（百万円）



当期の取り組み①
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●●

●●
ミラノ

●●

ISPO MUNICH 2018（独）

●●
●●

●●

香港 全国各地で個展開催

PREMIERE VISION NEW YORK 2018（米）

ニューヨーク

ミュンヘン

●●

●●
●●

TETAS Private Show（トルコ）

●●
Viscom Italia（伊）

●●

SHIMA CROSSTEX（香港）イスタンブール

●●

大阪ミシンショー

JFW JAPAN CREATION 2018

世界各地の展示会に参加
～個展・セミナーも各地で実施～



当期の取り組み②
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●サステイナビリティ（持続可能性）をテーマに世界のファッション業界が直面している環境・社会・
経済問題に対し、それに対するソリューションとして「SDS-ONE APEX3」＋「ホールガーメント」の
革新的なモノづくりを紹介

●バーチャルモデルとの共演によるファッションショーの開催

● 新機やサンプル300体を展示し、世界 高水準のテクノロジーを披露

● 新のVR技術を組み合わせたバーチャルショールームでの体験型ショールームを披露

55周年記念サイト：http://www.shimaseiki.co.jp/55th/

創立55周年記念イベント（2017年11月16-17日）
～国内外のお客様を招待し 新技術をPR～



2019年3月期
上半期

前年同期比
2019年3月期

通 期
前期比 2018年3月期

売上高 34,000 △4.4% 76,000 +5.8% 71,858

営業利益 6,300 △21.8% 16,000 +7.3% 14,905

経常利益 6,600 △25.7% 16,000 +3.1% 15,525

親会社株主
に帰属する
当期純利益

4,800 △26.5% 11,500 +2.0% 11,279

２０１９年３月期計画〔連結〕
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(百万円)

為替が１円変動した場合の営業利益への感応度 米ドル3.7億円 ユーロ0.4億円

通期計画の前提 為替レート 105円／ドル 130円／ユーロ

通期で増収増益を確保する見通し
～「Ever Onward 2020」達成に道筋～



（百万円）
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売 上 高 前期比 営 業 利 益 前期比

上半期 通 期 上半期 通 期

横 編 機 27,500 62,000 +4.4% 8,563 20,173 +3.9%

ﾃﾞｻﾞｲﾝｼｽﾃﾑ 2,480 5,250 +33.4% 490 1,211 +3.9%

手袋靴下編機 900 2,500 +5.3% 169 493 +3.8%

そ の 他 3,120 6,250 +1.1% 337 629 +497.9%

消 去 △3,259 △6,506 -

合 計 34,000 76,000 +5.8% 6,300 16,000 +7.3%

２０１９年３月期計画〔連結〕【事業セグメント別】

横編機が引き続き業績を牽引
～デザインシステム・手袋靴下編機も強化～



２０１９年３月期計画〔連結〕【地域別売上高】
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492億円
（65%）

95億円
（13%）

84億円
（11%）

アジア

欧 州

日 本 その他

29億円
（4%）

中 東

59億円
（8%）

（ ）は売上高構成比率

連結
760億円

アジアでの提案活動をさらに推進
～欧州や中東でも積極的に～



研究開発費・設備投資等の推移〔連結〕

18年3月期（実績） 設備投資39億円、減価償却費21億円、研究開発費27億円
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研究開発費研究開発費

減価償却費

設備投資

（億円）

19年3月期（計画） 設備投資68億円 減価償却費23億円、研究開発費32億円

今期も戦略投資を推進
～ 「Ever Onward 2020」達成に向けて～
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18/3期〔予定〕 期末配当金35円（年間60円）

19/3期〔計画〕 中間配当金35円 期末配当金45円（年間80円）

株主還元
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(記2.5)

45.0
(記2.5)

25.0

（円）

今期は大幅増配を予定
～ 次期は配当性向25％、年間20円増額に～
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■問合せ先■

株式会社島精機製作所 総務人事部 総務グループ

〒641-8511 和歌山市坂田85番地

TEL：073-474-8208 FAX：073-474-8267
E-mail： ir@shimaseiki.co.jp

（ご注意）

本資料に記載されている当社の計画および業績の見通し、戦略などは、発表日時点
において入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
様々な要因により大きく異なる可能性がありますことを、予めご承知おきください。


